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障がい者が機能の回復と体力の維持、地域社会でた<ま し<生きてい<意欲を育てること

などを目的にした鴫門市障がい者スポーッ・ レクリエーション大会が 10月 14日、開催さ

れました。参加者はこれが青春だ、交通安全等の 11種目の競技に出場し楽しんでいました。

NPO法人快てきベンギン村は(NPO法 人

になる前から数えて今年で 17年目になりま

す。継続は力なりで、第一土曜日、内の海新鮮

市や第四土曜日、北泊新港での快てきペンギン

村朝市には、早<からた<さんのお客様が来て

<ださり、行列をつ<っ て待つて<れていま

す。17年間新鮮な魚を出来るだけ安価で販売

してきたからだと思います。

年に5回行う「旬の魚のさばき方教室」も今

年で5年目、毎回30名ほどの参加者が熱心に

魚のさばき方を勉強し、2回日、3回目と参加

回数が増えた生徒さんは、びつ<りするぐらい

上手に魚をさばけるようになつて帰られます。

また、昨年は8月、今年は7月に「親子魚のさ

ばき方教室」を行い、小学生のちびつ子もた<
さん参加して<れました。最初は、おっかなび

つ<りでなかなか魚に触れなかつた子も、お父

さんやお母さんに助けてもらいながら、さばけ

ていました。なかには、お父さんやお母さんよ

りも上手にさばける子がいてびつ<り しまし

た。

継続僣力む
`:

NPO法人快てきベンギン村

理事長 元木 照夫

最近、学校給食や病院、介護施設の食事に

骨なし魚の需要がだんだん増えています。一

度開いて骨をすべて取つてから特殊な接着剤

で<つつけた魚ですが、骨がないから食べや

すいのだそうです。でも家庭においては、骨

なし魚やスーノドーのお刺身パックを買うので

はな<、 ちゃんとした魚を買って、お家でさ

ばいて食べてもらえたらいいなと思います。

これからも快てきベンギン村はそのお手伝

いをしていきたいと思います。

颯子魚のさばき方敏
=

全員で準僣体操 さかなをつつてゴールヘ



NPO法人「らヽ<ろうの森」

『いねかりをするのは初めてだつた。切れ味が

よ<ておもしろかつたけど、手がいた<なつて大

変だつた。いねかりをする人はすごいなあと思つ

た。』(小 50女子)           ●

これは 10月の稲刈りに参加した子どもの感

想である。毎年、子ども体験活動の 1つとしてt

大麻町の田んぼで、小学生やその保護者を対象に

田植えと稲刈りをしている。最近は、家族揃つて

の参加が増え、学生ボランテイアやスタッフも含

めると、今年は総勢70名ほどになつた。

『 (田植えの時)田んぼに入つて、最初はぬめ

ぬめして気持ち悪かつたけど、なれると気持ちよ

かった。土はなぜかあつたかかつた。』(小 40女
子)

6月の田植えでは、ドロドロの上に足を取られ

ながら、一列になって田植えをした。初めは、植

えた苗が倒れたりt苗をlヶ所にた<さん植えす

ぎたりもしたけど、最後にはコツをつかみ、され

いに植えられるようになつた。田植えの後、田ん

ぼを見ながら、「早<お米が食べたいな」と話す

声があちこちで間かれた。

暑い夏が過ぎ、4ヶ月後の 10月。かまの使い

方に苦戦しながら稲刈りをした。6月にはまだ薄

緑色の草のようだつた苗が、今では片手でつかみ

切れない程に生長し、いっぱい稲穂を付けてい

た。

「
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rふくろうの森」文学数室②

「くすのきしげのり 新作を語る !」

―『泥かぶら』『メガネをかけたら』

『ライジング父サン』―

鳴P目 市在住の児童文学作家 <すのきしげのり

さんの新作にまつわるお話です。

貴重なこの機会をどうぞお見逃しな<!
日 時  12月 13日 (木)10時～11時
場 所  鳴門市立図書館2F 視聴覚室
対 象  一般

定 員  50名
費 用  100円 (当日集金)

申込受付 11月 6日 (火)～先着順
問い合わせ &申込先

NPO法 人「ふ<ろ うの森」

_JfttifFxpe8-685-o389

田んぼでの田植えや稲刈りのほか、今年はノヾ

ケツ稲の栽培に子どもやボランティア約lo名
が挑戦。稲刈りの日、各自育てたバケツ稲を刈

曇程忌喜雰橿13｀「撃整F想茎鷹F隼基猛L黒
ラバラともみ米が落ちるたび、「うわぁ～ !」 と

歓声が起きた。その後、すり鉢とすりこぎでも

みすりをして玄米にした。こばれたお米を両手

でかき集める子どもたちの姿が心に残つた。

1稲刈りの後、先に収穫した新米でおにぎりを

作つてヽみんなで食べた。新米は甘<て本当に

おいしかった。お米を食べる国に生まねてよか

つたよ

苦からずつと食べ続けられてきたお米。米作

りや収穫に、昔のやり方や道具を取り入れ体験

する中で、農家の方からお話も間いた。いろい

ろな工夫と苦労を重ね、育てられたお米をつ、

私たちはいただいていることに心から感謝した

い。

声の広報制作グループはまぼう

四国労働金庫助成金交付

平成24年 9月 20日、四国労働金庫徳島

営業本部で「助成金」の目録贈呈式が行われ、

鳴門市ボランティア連絡協議会加入の「声の

広報制作グ′レープはまぼう」が受賞しました。
視覚障がい者の方達へ声の広報のCD版制

作のための器機購入に非常に役立っていま
す。
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障がい者の「完全参加と平等」の実現をめざし

て「すだち連」が1980年に結成され、198
1年 8月 10日に鳴門市の阿波踊りに参加して

以来、今年で32回目の夏を迎えました。

すだち連は、毎年5月の連体が明けると毎週土

曜日の夜7時から2時間8月の本場に向かって

練習を始めます。

又、毎年障がい者や高齢者の福祉施設を訪間

し、施設利用者の方々と共に阿波踊りを楽しむ機

会を持うてきています。

すだち連 連長 戎 伸治

昨年の夏には「すだち連創立30周年記念事

業」として、東京や大阪から聴覚障がい者連を

鳴門に招いて「全国聴覚障がい者連」を201
2年 8月 11日に結成させていただきました。

今年は、「全国聴覚障がい者連」として
鳴甲

市の阿波踊 りに参加 したいと大阪の「美手

楽連」と淡路島の「デフ・あわじ連」から申し

出があり、「第2回全国聴覚障がい者連のつど

い」を8月 11日に開催し、すだち連43名、

美手楽連 15名、デフ・あわじ連9名含わせて

総勢67名で「全国聴覚障がい者連」として鴫

門市の阿波踊りに参加をいたしました。参加さ

れた県外の方々は、鳴門市の阿波踊りを心ゆ<
まで楽しんで下さいました。

私達すだち連は、今後とも県内外の障がい者

の方々が鳴門市の阿波踊りに喜んで参加出来

るよう支援を続けてまいりたいと考えており

ます。

今後とも関係者の方々の御支援と御協力を

お願いいたします。

全国聴覚障がい者連のつどい

: ポランティア幕集
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時 11月 18日 (日 )

10:00～
所 新池川広場  鳴門警察西側

事 EMダ ンゴ投入 (各 指定場所)

カヤの刈り取り

焼さ芋、ポツプコーン、ポン菓子

(新池川広場)

新泄‖清掃

日 時  12月 24日 (月・祝)

10:OO～
場 所  撫餐橋～石越橋

間
Qど

gЪ驚設I籠 (o

助成金情報

平成25年度 (第 12回)環境NPO助 成

◇
T言毒堪非営利活動促進法第 10条の規定

にもとづき設立された国内の法人

2.環境分野での実践活動実績を有する国

a獣 罫野忌 社団法人等、上記

“

ゝ (2)

に該当しない法人は応募できない

◇間合せ

な益財団法人 日立環境財団

803-3257-0851



桑島地区自治振興会 会長 岩本 憲治

定例会を年 10回、毎月 1日 (12月・ 1月 を
除<)に開催。自治振興会 0社協・ 自主防災会・
老人クラフ・ 婦人会・ 小学校・ 幼稚園等の役員・
関係者が集まり行事予定 。反省・ その他を話し含
います。

年間を通じての行事は、各自治会毎に資源ゴミ
の回収・ 防犯灯の点検・毎月交替で桑島共同墓地

の管理 (8月に一斉清掃をします)・ 各地に有る
小規模の/AN園の整備・ ゴミの管理、整理をしてお
ります。

桑島自治振興会単独行事と云うよりは、行事の
内容により上記の諸団体 。学校と共同で開催しま
す。今年も11月 3日 に敬者会を開催します。 1

2月には独居者人慰間をします。粗大ゴミの有料
回収を昨年まで年 1回 しましたが、量が少し減っ
てき年ので隔年回収にすることにしました。

小学校行事には、子どもの見守り隊を結成して
児童の登下校時の安全を確保し、夏休み最終土曜
日にP tt Aと共催で花火大会を開催し地区の人
も多数楽しんでいます。運動会にも玉入れ 0宝つ

鱗 馳 朧 1珊ひ臨
畢 暑 *来

桑鵬小学校花火大会

学校の近<の与三佐谷
/AN園

の整備にも力を
注いでおります。以前は人の背丈より高い革
が生い茂り (竹の一種かも)人が近寄れない

様になっていたのを桜を植えて革を刈り、憩
いの場となう公園にt/ま した。今年は桜がき
れいに咲きました。この/AN園

は災害時小学
校・ 幼稚園の避難路に指定されているので整
備は怠ることができません。

その他にもグランド・ゴルフ大会開催・交
通宰傘す●ンペーン参加・防災訓練等もして
おりますが、今後はもっと地域に溶け込んだ

:行事も考えて実施したいと思っております。
今後の課題とレては、年代間に自治会に対

する者え方に少し違いがあるように思われま
す。特に塩田を埋めて新しい土地に出来たマ
ンション・ アパートの住人は若い人が多いの
で協力度が低いょうに思われます。今後こう
した若い人の意見を自冶会活動に取り入れて
協力しやすぃ場を造る事が重要な課題である
と思います。
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鴫門市市民活動支援センター

鳴門市撫養町南浜字東浜30-9
老人福祉センター1階

開館日 月～金曜日 13:∞～18:∞
休館日 土 。日・祝祭日 0年末年始
雷088-685-7170

(鳴門市社会福祉協議会内)

FAX o88-686-4059
narutё_npo.shien@gmail.cOm


